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29 年度 決算を認定29 年度 決算を認定第７回
９月定例会
議案（決算認定について）
第１号　一般会計
　２号　国民健康保険特別会計
　３号　介護保険特別会計
　４号　後期高齢者医療特別会計
　５号　公共下水道事業特別会計
　６号　前口簡易水道事業特別会計
　７号　水道事業会計
　８号　温泉温水供給事業会計
　９号　千客万来事業会計

前口簡易水道事業578万円 0.06%
後期高齢者医療1億 38万円 1%　　
水道事業2億 949万円 2%　　　　　

公共下水道事業2億 9,159 万円 3%　　　　　　
温泉温水供給事業4億 333万円 4%　　　　　　　　

その他3,260万円 1%
議会費7,585万円 1%　　

消防費1億 7,241 万円 3%　　　　　
公債費2億 7,874 万円 5%　　　　　　

※その他・・・農林水産業・諸支出金・労働費

※企業会計（水道事業・温泉温水事業・千客万来事業）は収益的支出の額

決算の認定とは？
　決算は、４月～翌年３月まで
の１年間（＝会計年度）の予算
と実績を対比して作成されます。
　会計管理者は会計年度ごとに
決算書を作り、出納閉鎖後３カ
月以内に町長へ提出しなければ
なりません。提出された決算書
は、監査委員による審査を経て、
最終的に議会の承認を得ること
で認定となります。

一般会計とは？
　
　自治体にはいくつかの会計が
あり、会計ごとにお財布が分か
れています。
　このうち「一般会計」のお財
布からは、福祉・教育・消防・
道路事業など、住民の暮らしに
直結する幅広い事業を行うため
のお金が支出されます。
　草津町には一般会計のほか全
部で９つの会計があります。
これらの会計の決算は、それぞ
れ個別に議会の承認を得る必要
があるので、議案も９つに分か
れることになります。

決 算 総 額
93 億 3,731 万円

決 算 総 額
93 億 3,731 万円

一 般 会 計
60 億 6,995 万円

一 般 会 計
60 億 6,995 万円

一般会計
60億 6,995 万円 65%

国民健康保険
11億 316万円 12%

介護保険
5億 4,150 万円 6%

千客万来事業
6億 1,210 万円 7%

総務費
22億 709万円　36%

民生費
8億 6,831 万円 14%

商工費
9億 1,977 万円 15%

土木費
6億 3,930 万円 11%

教育費
4億 5,481 万円 7%

衛生費
4億 2,102 万円 7%
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●　
一　
般　
会　
計　

　

滞
納
に
つ
い
て
は
著
し
く
減

少
。
町
の
税
に
対
す
る
毅
然
と
し

た
徴
収
姿
勢
を
大
い
に
評
価
す

る
。
今
後
も
法
的
処
分
を
視
野

に
滞
納
額
の
解
消
に
努
め
て
ほ

し
い
。
一
方
で
６
０
０
０
万
円
近

い
額
が
不
能
欠
損
処
理
さ
れ
て
い

る
。
不
公
平
の
な
い
よ
う
徹
底
し

た
調
査
を
行
い
、
安
易
な
処
分
を

行
わ
な
い
よ
う
望
む
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、政
策
立
案
・

実
施
に
際
し
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

●
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計

　

医
療
費
総
額
は
減
少
す
る
も
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
高
度
医

療
に
よ
り
増
額
傾
向
。
検
診
の
受

診
率
向
上
に
よ
る
早
期
発
見
・
治

療
に
よ
り
医
療
費
削
減
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

滞
納
に
つ
い
て
は
、
滞
納
者
の

慢
性
化
と
高
額
滞
納
者
が
見
受
け

ら
れ
る
。
今
後
も
更
な
る
徴
収
努

力
を
。
ま
た
安
易
な
不
能
欠
損
処

分
を
行
わ
な
い
こ
と
も
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

１
号
被
保
険
者
が
増
加
し
て
お

り
37
％
を
超
え
る
高
齢
化
率
。「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
有
効

活
用
し
給
付
費
の
抑
制
に
結
び
つ

く
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

滞
納
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
滞
納
額
の
40
％
を
不
能
欠
損

処
分
し
て
お
り
、
平
等
性
を
欠
く

こ
と
に
な
る
の
で
今
後
は
十
分
注

意
を
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計

　

医
療
費
の
増
額
傾
向
が
続
く
。

１
人
当
た
り
の
給
付
費
も
年
々
高

額
化
し

100
万
円
に
せ
ま
る
額
に
な

っ
て
い
る
。
保
険
料
に
よ
り
財
源

を
確
保
し
て
い
る
現
状
で
は
滞
納

問
題
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
を
立
て
て
滞
納

整
理
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
望

む
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計

　

下
水
処
理
場
の
再
構
築
事
業
が

本
格
的
に
始
動
し
た
こ
と
に
よ
り

歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
を
上
回

る
。
今
後
も
高
額
な
支
出
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
補
助
事
業
等
を
効

果
的
に
実
施
し
費
用
軽
減
に
努
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
滞
納
額
の
解
消

に
も
一
層
の
努
力
を
。

●
前
口
簡
易
水
道

　

事
業
特
別
会
計

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
更
新
計
画
を

立
て
安
定
し
た
給
水
供
給
を
お
願

い
し
た
い
。

●
水
道
事
業
会
計

　

優
良
会
計
で
は
あ
る
が
滞
納
額

が
２
４
０
０
万
円
を
超
え
る
。
悪

質
な
件
に
つ
い
て
は
給
水
停
止
等

厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
滞
納
解
消

に
努
め
ら
れ
た
い
。

●
温
泉
温
水
供
給

　

事
業
会
計
　

　

前
年
度
を
下
回
る
利
益
率
。
今

後
は
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、
老

朽
化
施
設
の
更
新
の
計
画
的
実
施

に
よ
り
無
用
な
破
損
等
を
未
然
に

防
ぎ
、
出
費
を
抑
え
る
努
力
を
。

　

滞
納
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保

の
面
か
ら
も
給
湯
停
止
措
置
等
に

よ
り
厳
正
に
対
処
し
、
解
消
へ
の

更
な
る
努
力
を
。

●
千
客
万
来
事
業
会
計

　

㈱
草
津
観
光
公
社
か
ら
の
施
設

使
用
料
が
主
な
収
益
と
な
る
こ
と

か
ら
、
同
社
の
経
営
基
盤
の
安
定

が
不
可
欠
。
本
白
根
山
噴
火
の
影

響
で
３
億
２
０
０
０
万
円
余
り
の

純
損
失
と
な
り
今
後
の
運
営
に
大

き
な
課
題
を
残
す
も
の
と
な
っ

た
。
今
後
し
っ
か
り
と
対
策
を
協

議
し
、
健
全
経
営
が
図
ら
れ
る
よ

う
望
む
。

宮崎　公雄
監査委員

浅香　勝
代表監査委員

平 成 ２ ９ 年 度
決 算 審 査 意 見
平 成 ２ ９ 年 度
決 算 審 査 意 見
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Ｑ　
本
白
根
山
噴
火
の
影
響

に
よ
り
、
町
民
経
済
は
い
ま
だ

風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
志
賀
草
津
高
原
ル

ー
ト
も
通
行
で
き
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
か
。　

A　
噴
火
の
影
響
に
よ
る
町

経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き

い
。
高
原
ル
ー
ト
の
閉
鎖
も
風

評
被
害
の
一
因
で
あ
り
、
開
通

に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
を
続

け
て
い
る
。

　

現
在
、
気
象
庁
が
白
根
山
の

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
を
見

直
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
て
ル
ー

ト
の
開
閉
を
柔
軟
に
判
断
し
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
開
通

後
は
段
階
的
な
規
制
緩
和
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
避
難
・
誘
導

訓
練
も
実
施
し
た
い
。

　

中
長
期
的
に
は
、
白
根
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
周
辺
施
設
の
安
全
対

策
強
化
や
、
湯
釜
付
近
の
国
道

へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
町
経
済
の
危
機
的
状
況

を
鑑
み
、
私
が
本
部
長
を
務
め

る
草
津
町
経
済
緊
急
対
策
本
部

を
設
置
。
今
後
も
自
ら
先
頭
に

立
ち
様
々
な
方
策
を
検
討
・
指

示
し
て
い
き
た
い
。

　

町
内
の
各
業
界
関
係
者
に
も

風
評
被
害
対
策
の
イ
ベ
ン
ト
等

様
々
な
場
面
で
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
官
民
連
携

し
て
機
能
的
に
行
動
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　
千
客
万
来
事
業
会
計
の

中
長
期
再
建
計
画
に
つ
い
て
。

噴
火
に
よ
る
減
損
費
が
約
３
億

５
０
０
０
万
円
あ
り
、
Ｈ
29
年

度
の
繰
越
損
失
額
は
19
億
円
。

町
の
総
予
算
総
額
の
４
分
の
１

に
値
す
る
。
こ
の
事
態
に
ど
う

対
処
し
て
い
く
の
か
、
い
つ
ま

で
こ
の
状
態
が
続
く
の
か
、
町

当
局
の
見
解
を
。

　
ま
た
草
津
観
光
公
社
の
経
営

回
復
に
対
す
る
考
え
も
併
せ
て

お
尋
ね
す
る
。

A　
噴
火
に
よ
り
ス
キ
ー
場

施
設
の
多
く
を
失
っ
た
が
、

日
々
知
恵
を
絞
り
、
可
能
な
限

り
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

一
例
で
は
夏
山
リ
フ
ト
の
営

業
、
遊
歩
道
の
整
備
、
国
道
の

ス
キ
ー
コ
ー
ス
利
用
、
西
の
河

原
露
天
風
呂
で
の
混
浴
の
実

施
、
熱
気
球
体
験
な
ど
。

　

最
大
の
目
玉
事
業
は
天
狗
山

ゲ
レ
ン
デ
に
建
設
予
定
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
」。
通
年
の
営
業
が
可
能

で
、
誘
客
の
呼
び
水
に
な
る
と

期
待
す
る
。
Ｇ
Ｗ
の
開
業
に
向

け
鋭
意
取
り
組
む
。

　

Ｈ
29
年
度
の
繰
越
損
失
額
は

約
19
億
円
と
大
き
く
膨
ら
ん

だ
。
し
か
し
Ｈ
17
年
度
末
に
約

30
億
円
だ
っ
た
繰
越
損
失
額

は
、
Ｈ
28
年
度
末
に
は
約
16

億
円
ま
で
に
半
減
し
て
お
り
、

着
実
に
企
業
会
計
の
体
質
改
善

が
図
ら
れ
て
き
た
。
今
後
は
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
廃
止
等
に
よ
り
大

幅
な
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ
る

が
、
一
方
で
限
ら
れ
た
ス
キ
ー

場
施
設
の
中
で
い
か
に
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
く
か
が
最
大

の
課
題
。

　

様
々
な
企
画
・
事
業
の
実
施

に
よ
り
売
上
の
増
収
を
図
る
と

同
時
に
、
徹
底
的
な
支
出
の
精

査
を
行
い
、
経
費
節
減
に
つ
な

げ
、
意
識
改
革
を
図
り
、
黒
字

経
営
に
戻
る
よ
う
最
大
限
努
力

す
る
。

平成 29 年度 決算総括質問

Ａ◀……………Ｑ

園田恵一 議員

Ａ◀……………Ｑ
風
評
被
害
や
志
賀
草

津
高
原
ル
ー
ト
閉
鎖

に
対
す
る
今
後
の
取

組
は
？

ビ
ジ
ネ
ス
を
優
先
す

る
事
な
く
、
安
心
安

全
を
全
力
で
訴
え
て

い
く
。

千
客
万
来
事
業
会
計

の
繰
越
損
失
額
へ
の

対
処
は
？

様
々
な
施
策
を
実
施

し
、
黒
字
経
営
に
戻

る
よ
う
最
大
限
努
力

す
る
。

本
白
根
山
噴
火

対
策
の
今
後

熱気球体験（10 月）など、
趣向を凝らした企画が実施
されている。
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平成 29 年度 決算総括質問

Ａ ◀…………ＱＱ　
Ｈ
29
年
９
月
に
設
置
さ

れ
た
百
条
委
員
会
の
調
査
に
よ

り
、
櫻
井
議
員
の
会
社
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
。
百
条
委
員
会
が
設

置
さ
れ
な
け
れ
ば
、
櫻
井
議
員

の
会
社
の
固
定
資
産
税
の
一
部

は
永
遠
に
６
分
の
１
に
な
っ
て

い
た
。

　
行
政
と
は
「
税
を
強
制
的
に

徴
収
し
、
そ
れ
を
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
社
会
福
祉
、
教
育
等
に

よ
っ
て
納
税
者
に
還
元
し
て

い
く
」
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
持
つ
。
税
の
基
本
は
公
平
と

公
正
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議

員
に
よ
っ
て
こ
れ
が
崩
さ
れ
よ

う
と
し
た
。
私
は
こ
れ
を
平
成

の
大
事
件
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え

る
。
今
後
、
町
当
局
が
「
税
に

対
す
る
公
平
と
公
正
」
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
で
臨
ん
で

い
く
の
か
を
お
尋
ね
す
る
。

A　
税
と
は
社
会
保
障
や
福

祉
、
社
会
資
本
整
備
、
そ
し
て

公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
賄

う
大
切
な
財
源
で
あ
る
。
常
に

適
正
な
課
税
に
努
め
、
何
人
た

り
と
も
こ
れ
を
歪
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

　

税
に
対
し
不
服
が
あ
れ
ば
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

申
立
て
を
す
る
。
さ
ら
に
不
服

な
ら
ば
法
的
手
続
き
に
移
行
す

る
。
こ
れ
が
課
税
、
そ
し
て
不

服
申
立
て
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。

　

課
税
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律

や
条
例
等
に
則
り
、
課
税
事
務

を
的
確
に
遂
行
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
町
民
の
方
々
か
ら

税
に
対
す
る
不
信
感
や
誤
解
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
・
徹

底
し
て
い
く
。
税
に
関
す
る
関

係
法
令
に
基
づ
き
適
切
な
条
例

改
正
を
行
い
、
常
に
正
し
い
根

拠
を
持
っ
た
課
税
及
び
徴
収
に

努
め
て
い
く
。

　

税
と
は
行
政
の
根
幹
を
な
す

も
の
。
法
律
論
に
は
権
力
的
行

政
、
非
権
力
的
行
政
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
権
力
的
行
政
の

最
た
る
も
の
が
税
で
あ
り
、
相

手
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
強
制

的
に
課
税
さ
れ
る
。
一
部
の
者

に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
歪
め
ら
れ

る
こ
と
は
断
じ
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
行
政
の
姿
勢
と
し
て

今
後
も
、
特
に
課
税
に
つ
い
て

は
、
誰
か
ら
も
後
ろ
指
を
指
さ

れ
な
い
よ
う
な
、
公
平
・
公
正

な
課
税
を
心
が
け
て
い
く
。
例

外
は
な
い
。

Ｑ　
櫻
井
議
員
は
、
百
条
委

員
会
の
設
置
に
よ
っ
て
名
誉
毀

損
を
受
け
、
そ
れ
を
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
流
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ら
に
名
誉
毀
損
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
で
、
草
津
町
と
議
員

９
名
、
黒
岩
町
長
に
対
し
１
２

０
０
万
円
を
支
払
え
と
い
う
裁

判
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
は

今
年
度
の
予
算
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
対
処
さ
れ
る
の

か
。

A　
今
年
度
当
初
予
算
に
は

盛
り
込
ん
で
い
な
い
が
、
今
後

の
裁
判
に
お
い
て
弁
護
士
費
用

や
諸
経
費
が
か
か
る
の
で
、
補

正
予
算
で
計
上
し
て
い
く
。
そ

れ
は
町
民
の
皆
様
が
納
め
た
税

金
か
ら
拠
出
さ
れ
る
。

　

職
務
上
物
事
を
進
め
た
だ
け

で
、
そ
の
行
為
が
な
ぜ
違
法
に

な
る
の
か
、
私
の
知
識
の
中
で

は
あ
り
え
な
い
。
名
誉
を
傷
つ

け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
承
知

の
上
で
陳
情
書
を
提
出
し
た
陳

情
者
が
名
誉
毀
損
に
当
た
る
。

　

そ
れ
も
、
公
人
に
か
か
る
名

誉
毀
損
と
い
う
の
は
公
共
の
利

害
、
公
益
を
図
る
目
的
を
必
要

と
せ
ず
、
本
当
か
嘘
か
だ
け
の

基
準
で
判
断
さ
れ
る
。（
事
実

で
あ
れ
ば
罰
せ
ら
れ
な
い
。）

　

ま
た
、
議
会
に
は
そ
の
陳
情

書
を
事
前
に
調
査
す
る
権
能
が

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
自
治
法

に
規
定
が
な
く
、
そ
れ
を
求
め

る
こ
と
が
異
常
な
世
界
だ
。
つ

ま
り
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

私
、
草
津
町
、
そ
し
て
各
議
員

が
訴
訟
の
対
象
に
な
る
も
の
で

は
な
い
。
お
か
し
な
組
立
だ
。

　

し
か
し
訴
え
ら
れ
れ
ば
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

私
も
町
も
、
議
員
の
皆
さ
ん
も

毅
然
と
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
常
識
が
問
わ

れ
る
裁
判
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。

「
税
に
対
す
る
公
平

と
公
正
」
に
つ
い
て

の
考
え
は
？

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
重
視
し
、
正
し
い

根
拠
を
持
っ
た
課

税・徴
収
に
努
め
る
。

固
定
資
産
税
の
課
税
に
対
す
る
姿
勢
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○議案第 12 号　災 888
Ｈ 30 千客万来事業会計補正予算（第１次）

　　　９　月　　　　　定　例　会

第三セクターとは
地域開発などのために、地方公共団体
（第一セクター）と民間企業（第二セ
クター）が共同出資して設立する事業
体のこと。公共的な事業を、民間の資
金と能力を導入して行おうとする、民
間活力活用の方式の一つです。

○議案第 10 号　総  888民 88
Ｈ 30 一般会計補正予算（第３次）

補 正 額 補 正 後 額

収 益 的
支 　 出 － 4,570 万円 2 億 2,375 万円

資 本 的
支 　 出 ＋ 1 億 3,589 万円 2 億 4,089 万円

歳　
　
　
出

くさつ温泉感謝券　精算分 2 億 2,000 万円

町費積立分
（公共施設整備基金積立金）

1 億 1,000 万円

都市計画総務費
（地蔵再整備・西の河原公園入口トイレ工事関係等）

1,922 万円

巡回バス入替に伴う負担金 1,300 万円

予備費　歳入歳出調整額 1,286 万円

白根山監視カメラ設置費用等 710 万円

　補正額
＋ 4 億 1,628 万円

総額
51 億 9,602 万円

主　な　内　容

 

○
議
案
第
11
号　
民8

8

8

　

Ｈ
30
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
次
）

【
補
正
額
】　
　
　
　

＋
27
万
円

【
総
額
】　

９
億
６
９
０
７
万
円

・
賦
課
徴
収
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
27
万
円

 

○
議
案
第
13
号　
温8

8

8

　
温
泉
引
用
増
量
許
可

・
㈲
旅
館
萬
年

　

代
表
取
締
役　

水
出
清
子

・
お
豆
の
小
宿 

花
い
ん
げ
ん

・
湯
畑
源
泉

・
増
量
給
湯
量　

２
㍑
／
分

　
　

（
増
量
後　

24
㍑
／
分
）

 

○
議
案
第
14
号

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
関
す
る
同
意

・
重
原　

正
治　

さ
ん
（
再
任
）

 

○
議
案
第
15
号

　

教
育
委
員
の
任
命
に
関
す
る　

同
意

・
小
林　

美
穂　

さ
ん
（
再
任
）

 

○
議
案
第
16
号

　
教
育
長
の
任
命
に
関
す
る
同
意

・
吉
田　

秀
男　

さ
ん
（
新
任
）

 

○
報
告
第
１
号

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
等
の
報
告

　

全
て
の
財
政
指
標
が
基
準
内
に

収
ま
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

 

○
報
告
第
２
号

　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に
か

か
る
決
算
報
告

　

草
津
観
光
公
社
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
白
根
草
津
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
、

に
し
あ
が
つ
ま
福
祉
会
、
草
津
温

泉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
決
算

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
等
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総8  88は総務観光常任委員会8
民 88 8は民教土木常任委員会

温8 8 8は温泉温水対策特別委員会

災 88 8は災害総合対策特別委員会へ

  それぞれ付託されました。

　

発　

議
（
議
員
提
案
）

 

○
発
議
第
１
号

　
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

係
る
特
定
機
能
病
院
の
早
期
承
認

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

提
出
先

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
厚
生
労
働
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

要
旨　

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病

院
が
特
定
機
能
病
院
と
し
て
再
承

認
さ
れ
ず
、
高
度
医
療
の
提
供
や

医
師
の
養
成
・
確
保
と
い
う
本
来

期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
地
域
医
療
の

崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と

か
ら
、
早
期
の
再
承
認
の
実
現
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

　

 

特
定
機
能
病
院
と
は

　

高
度
の
医
療
の
提
供
、
高
度

の
医
療
技
術
の
開
発
・
評
価
お

よ
び
高
度
の
医
療
に
関
す
る
研

修
を
実
施
す
る
能
力
等
を
備
え

た
病
院
と
し
て
、
厚
生
労
働
大

臣
が
個
別
に
承
認
す
る
病
院
の

こ
と
。
一
般
の
医
療
機
関
で
は

実
施
が
難
し
い
、
高
難
度
の
手

術
や
高
度
先
進
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　９　月　　　　　定　例　会 

○
報
告
第
３
号

8

　
温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

・
ペ
ン
シ
ョ
ン
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル

・
万
代
源
泉　

９
㍑
／
分

新　

雑
賀
亜
紀
子

　
　

雑
賀　
　

匠

・
ホ
テ
ル
一
井

・
白
旗
源
泉　

203
㍑
／
分

新　

市
川　
　

忍

　
　

市
川　

捷
次

・
ホ
テ
ル
一
井

・
万
代
源
泉　

68
㍑
／
分

新　

市
川　
　

忍

　
　

市
川　

捷
次

 

○
報
告
第
４
号

8

　
温
泉
引
用
者
名
義
移
転

・
草
明
庵

・
万
代
源
泉　

16
㍑
／
分

新　

㈱
華
福

　
　

代
表
取
締
役　

崔　

麗
明

　
　

崔　

麗
明

みなさ
んからの請願書・陳情書はつぎのとおりとなり

ました
。

件名 要旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果
ワーケーションに対応で
きる小規模貸しオフィス
整備に関する陳情書

（継続案件）

旅先で休暇を取りながらその合間に仕事
を行う観光スタイル（ワーケーション）
に対応できる小規模な貸しオフィスを町
内に整備して下さい。

草津町
　山　本　和　久

総 務 観 光
常任委員会

趣 旨
採 択

群馬大学医学部附属病院
に係る特定機能病院の早
期承認を求める意見書の
提出について

本県唯一の特定機能病院であった群馬大
学医学部附属病院が、特定機能病院の
承認を取り消され、今後も特定機能病院
の役割を果たすことができなければ、地
域医療の崩壊につながりかねないことか
ら、標記意見書の提出をお願い致します。

群馬県町村議会議長会
　会長　仲  澤  太  郎 

民 教 土 木
常任委員会

採  択

臓器移植の環境整備を求
める意見書の採択を求め
る陳情書

臓器移植を国民にとって安全で身近なも
のとして定着させるため、国に対し臓器
移植の環境整備を求める意見書を提出し
てください。

藤岡市
移植ツーリズムを考える会
群馬県担当
　金　井　愛　華

民 教 土 木
常任委員会

継 続
審 査

旧 旧 旧

旧？
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白根神社グラウンド内にある土俵

総
務
観
光
常
任
委
員
会

委 員 会 審 査 ・ 報 告委 員 会 審 査 ・ 報 告
【
付
託
議
案
】

第
10
号　
Ｈ
30
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
次
）

Ｑ  

湯
畑
ツ
リ
ー
の
運
営
主
体

は
？

Ａ　

主
体
は
商
工
会
、
イ
ベ

ン
ト
費
や
鉢
の
費
用
等
で
700

万
円
の
補
助
金
を
出
す
。
他
、

町
で
木
（
高
さ
10
ｍ
）
の
発

注
や
倒
木
防
止
の
施
工
等
で

300
万
円
を
予
定
し
、
総
事
業

費
１
千
万
円
。
今
後
は
事
業

内
容
に
応
じ
て
観
光
協
会
、

商
工
会
等
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に

出
す
方
向
。

Ｑ  

ツ
リ
ー
の
木
は
一
度
使
っ

た
ら
捨
て
る
の
か
。

Ａ　

11
月
中
旬
か
ら
１
月
中

旬
ま
で
展
示
の
予
定
。
正
月

も
使
え
る
よ
う
に
考
え
る
。

そ
の
後
は
植
木
屋
に
保
管
。

季
節
感
が
あ
り
夢
の
あ
る
も

の
に
す
る
。

Ｑ  

ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
券
の

現
状
は
。

Ａ　

返
礼
率
30
％
と
40
％
が

混
在
し
て
い
る
。
10
月
か
ら

30
％
に
戻
す
。
Ｈ
30
年
度
は

４
億
円
程
度
と
み
て
い
る
。

Ｑ  

西
の
河
原
丸
山
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
継
続
で
き
る
の
か
。

Ａ　
年
間
を
通
し
て
稼
働
、
本

格
工
事
に
入
る
。

Ｑ  

特
定
目
的
基
本
事
業
の
公

共
施
設
整
備
基
金
と
は
。

Ａ　

建
設
関
係
に
使
用
す
る

も
の
で
、
財
政
調
整
基
金
を

大
き
く
し
な
い
た
め
代
わ
り

に
創
設
し
た
も
の
。

【
付
託
議
案
外
】

◆
白
根
神
社
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

の
土
俵
に
つ
い
て

　

西
殿
塚
区
よ
り
土
俵
撤
去

の
依
頼
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
委
員
か
ら
は
残
す
べ
き

と
の
意
見
も
あ
り
、
ま
た
相

撲
道
場
設
立
の
経
緯
等
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
当
局
に
要
望
し
ま
し

た
。

温
泉
温
水
対
策

特
別
委
員
会

【
付
託
議
案
外
】

◆
Ｈ
30
年
度
視
察
研
修
の

実
施
に
つ
い
て

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
視
察

研
修
を
、
今
年
度
は
10
月
末

に
北
海
道
方
面
で
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
熱
発
電
や
観
光

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
未
明
に
北
海
道

で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し

た
が
、
相
手
方
へ
依
頼
文
も

送
付
し
て
お
り
、
実
施
す
る

予
定
で
す
。

年度（平成） 寄 付 額 件 　 数
２６年度 184,510,000 円 2,563 件
２７年度 870,401,738 円 10,583 件
２８年度 1,325,812,648 円 14,890 件
２９年度 1,395,870,587 円 14,891 件
３０年度
※８月末時点 174,334,210 円 2,197 件

ふるさと納税　年度別寄付額及び件数

陳
情
５　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
る
小
規
模
貸
し

オ
フ
ィ
ス
整
備
に
関
す
る
陳

情
書

趣
旨
採
択

　

事
業
は
民
間
が
行
い
行
政

は
補
助
で
支
え
る
べ
き
、
費

用
対
効
果
も
慎
重
に
検
討
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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【
付
託
議
案
】

第
10
号　

Ｈ
30
一
般
会
計　

補
正
予
算
（
第
３
次
）

Ｑ　

福
祉
バ
ス
の
買
い
換

え
。
１
３
０
０
万
円
負
担
と

の
こ
と
だ
が
全
体
で
は
い
く

ら
？

Ａ　

車
両
自
体
は
800
万
円
、

福
祉
用
の
改
造
に
500
万
円
ほ

ど
。
毎
日
稼
働
し
て
お
り
老

朽
化
が
著
し
い
。
町
が
購
入

す
る
の
が
筋
だ
が
営
業
車
で

許
認
可
が
煩
雑
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス

関
東
が
購
入
す
る
こ
と
で
手

続
き
が
簡
略
化
、
価
格
交
渉

で
も
有
利
と
な
る
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
費

190
万
円
は
８
月
の
ト

ラ
ブ
ル
の
修
繕
か
？

Ａ　

急
ぎ
交
換
し
た
駆
動
装

置
の
も
の
。

Ｑ　

道
路
橋
梁
費
の
増
額
、

場
所
は
？

Ａ　

設
計
委
託
は
馬
場
区
旧

か
ど
や
の
先
の
坂
道
。
維
持

補
修
は
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の

側
溝
の
傷
み
や
殿
塚
区
の
擁

壁
が
傾
い
て
い
る
場
所
を
修

繕
。
馬
場
区
は
一
部
融
雪
管

を
入
れ
た
が
熱
源
が
な
く
、

そ
の
先
は
融
雪
管
を
入
れ
ず

に
路
盤
改
良
で
対
応
。

【
付
託
議
案
外
】

◆
８
月
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

設
備
故
障
・
可
燃
ご
み
焼
却
業

務
停
止
に
つ
い
て

　

故
障
し
た
部
品
の
調
達
を

急
ぎ
最
小
限
の
業
務
停
止
で

済
ん
だ
が
、
当
初
セ
ン
タ
ー

が
発
し
た
告
知
が
混
乱
を
招

い
た
面
が
あ
っ
た
と
、
町
長

よ
り
陳
謝
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
下
水
処
理
場
の
移
転
先
用

地
取
得
に
つ
い
て

　

楽
泉
園
の
温
泉
・
下
水
道

の
配
管
工
事
が
延
期
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
用
地
の
財
務

省
へ
の
所
管
替
え
や
そ
の
後

の
土
地
買
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
延
び
て
い
る
と
の
こ
と
。

民
教
土
木
常
任
委
員
会

委 員 会 審 査 ・ 報 告委 員 会 審 査 ・ 報 告

【
付
託
議
案
】

第
12
号　
Ｈ
30
千
客
万
来
事
業

会
計
補
正
予
算(

第
１
次)

Ｑ　

１
億
３
５
８
９
万
円
を

増
額
し
て
天
狗
山
に
新
設
す

る
「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」
の
完
成

時
期
や
規
模
、
運
用
、
料
金
設

定
は
？
ま
た
利
用
者
数
、
経
費

等
、
採
算
へ
の
考
え
は
？

Ａ　

今
年
度
中
の
完
成
を
目

指
す
。
天
狗
山
山
頂
よ
り
水
平

長
491
ｍ
、
高
低
差
104
ｍ
。
始
点

で
は
な
く
終
点
に
や
ぐ
ら
を

組
む
予
定
な
の
で
、
利
用
者
が

重
い
装
具
を
持
っ
て
や
ぐ
ら

を
上
る
必
要
は
な
い
。
料
金
は

１
回
２
０
０
０
円
。
最
多
で
毎

時
40
名
程
度
、
年
間
１
万
人
の

利
用
と
２
千
万
円
の
売
上
を

見
込
む
。
経
費
は
常
時
４
名
の

人
員
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
他

含
め
年
間
900
万
円
ほ
ど
。
建
設

経
費
は
13
年
で
回
収
で
き
る

と
試
算
し
て
い
る
。

【
付
託
議
案
外
】

◆
白
根
山
の
現
状
に
つ
い
て

　

レ
ベ
ル
２
の
１
km
規
制
が

常
態
化
す
る
可
能
性
は
高
い

が
、
規
制
の
範
囲
縮
小
を
検
討

し
、
道
路
閉
鎖
前
に
一
度
は
開

通
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
。
ま

た
過
去
の
噴
石
の
最
大
飛
距

離
は
約
680
ｍ
で
、
規
制
を
700
ｍ

に
見
直
し
て
は
と
の
話
も
あ

り
、
規
制
の
細
分
化
へ
の
要
望

を
続
け
る
事
で
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
。

◆
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
「
ジ
ッ

プ
ス
カ
イ
ラ
イ
ド
」
の
実
地
体

験
に
つ
い
て

　

委
員
ほ
か
計
８
名
で
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
場
に
て
実
地
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ジ

ッ
プ
ラ
イ
ン
は
最
大
時
速
70 

km
、
利
用
者
の
年
齢
は
６
歳
～

91
歳
と
幅
広
く
、
安
心
し
て
ス

リ
ル
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま

し
た
。
草
津
町
が
整
備
す
る
ジ

ッ
プ
ラ
イ
ン
は
、
天
狗
山
の
急

傾
斜
を
活
か
し
た
他
に
は
な

い
、
草
津
温
泉
の
新
名
所
の
一

つ
に
な
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
。

災
害
総
合
対
策
特
別
委
員
会

陳
情
８　

群
馬
大
学
医
学

部
附
属
病
院
に
係
る
特
定

機
能
病
院
の
早
期
承
認
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

採 

択

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
の
要
請
で
も
あ

り
、
採
択
と
し
ま
し
た
。

陳
情
９　

臓
器
移
植
の
環

境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

継
続
審
査

　

臓
器
移
植
は
個
人
の
尊

厳
や
倫
理
観
に
よ
る
部
分

が
大
き
く
、
議
会
が
介
在

す
る
の
は
難
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
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議
案
第
１
号

Ｈ
29
一
般
会
計
決
算

固
定
資
産
税
の
不
納
欠

損
、
公
平
性
に
欠
け
る
の

　
　
で
は
な
い
か
。

法
律
に
基
づ
き
時
効
に
な

ら
な
い
よ
う
対
処
し
て
い

　
　
る
。

Ｑ 

町
税
の
不
納
欠
損
額
の
内
、
固
定

資
産
税
４
９
３
７
万
円
は
、
ど
の
位
の

大
口
が
い
る
の
か
。

　
今
後
も
滞
納
者
が
出
た
場
合
、
公
平

性
に
欠
け
る
と
思
う
が
。

Ａ  

税
務
課
長　

大
口
も
含
め
滞
納
整

理
が
進
み
、
前
年
に
対
し
半
分
に
減
少

し
た
。
差
押
え
も
強
化
し
て
い
る
。

Ａ  

町
長　

滞
納
整
理
、
町
は
あ
ら
ゆ

る
手
続
き
を
取
り
、
不
可
能
な
も
の
を

法
律
に
基
づ
き
処
理
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
時
効
に
な
ら
な
い
よ
う
、
細

や
か
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
費
の
不
用
額
の

内
容
は
。

工
事
費
や
備
品
購
入
費
で

減
額
と
な
っ
た
。

Ｑ  

都
市
計
画
費
の
不
用
額
978
万
円
は

節
約
に
な
っ
た
の
か
、
事
業
を
あ
き
ら

め
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ  
企
画
創
造
課
長　
工
事
請
負
費
で

繰
越
明
許
し
た
白
根
茶
屋
跡
地
の
公
園

整
備
で
700
万
円
の
減
額
の
他
、
そ
の
他

の
工
事
で
も
減
額
に
な
っ
た
。
備
品
購

入
費
で
西
の
河
原
か
ら
丸
山
を
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
す
る
機
器
２
台
を
予
定
し
て
い

た
が
許
可
が
下
り
ず
、
テ
ス
ト
用
に
購

入
し
た
１
台
だ
け
と
な
っ
た
た
め
101
万

円
の
減
額
と
な
っ
た
。

（
現
在
は
環
境
省
の
許
可
が
下
り
、
９

月
か
ら
４
台
で
本
稼
働
し
て
い
る
）

上坂国由 議員

金丸勝利 議員

小
林
純
一  

議
員

固
定
資
産
税
の
不
納
欠

損
、
徴
収
努
力
は
。

法
に
基
づ
く
処
分
を
行

い
、
徴
収
努
力
の
結
果
、

　
　
滞
納
額
は
大
幅
に
減
額
と

　
　
な
っ
た
。

Ｑ  

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
は
、

例
え
ば
１
千
万
円
の
滞
納
の
内
、

500
万
円
を
徴
収
し
て
500
万
円
を
不
能

に
し
た
の
か
、
全
額
を
不
能
に
し
た

の
か
、
そ
の
辺
の
徴
収
努
力
は
。

Ａ  

税
務
課
長　

不
納
欠
損
は
徴
収

が
出
来
な
い
も
の
の
決
算
上
の
処
分

と
な
る
。
時
効
や
権
利
の
放
棄
、
債

権
の
消
滅
、徴
収
権
の
消
滅
で
あ
り
、

行
政
上
の
法
的
な
処
分
と
し
て
行
っ

て
い
る
。

Ａ  

町
長　

差
押
え
を
し
て
公
売
と

す
る
こ
と
も
あ
る
一
方
、
メ
リ
ッ
ト

が
な
け
れ
ば
法
的
に
は
や
ら
な
く
て

も
い
い
。

　

国
税
徴
収
法
で
手
続
き
を
と
っ
て

い
く
が
、
ど
う
や
っ
て
も
取
れ
な
い

も
の
は
法
的
に
処
理
で
き
る
。
可
能

な
限
り
徴
収
に
努
め
て
き
た
中
で
、

大
き
く
滞
納
額
が
減
額
に
な
っ
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

税
の
公
平
の
原
則
か
ら
き
ち
ん
と

し
て
い
く
。

問

問

問

答

答

答

９
月
か
ら
本
稼
働
し
た

丸
山
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
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議
案
第
９
号

Ｈ
29
千
客
万
来
会
計
決
算

  

議
案
第
８
号

Ｈ
29
温
泉
温
水
会
計
決
算

特
別
損
失
の
根
拠
は
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
廃
止
な

ど
に
よ
る
も
の
。

Ｑ 

損
益
計
算
書
の
特
別
損
失

３
億
４
８
０
０
万
円
の
根
拠
は
?

こ
の
計
上
は
今
後
も
続
く
の
か
?

Ａ  

企
画
創
造
課
長　

白
根
火
山
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
と
本
白
根
リ
フ
ト
２

基
、
山
頂
、
山
麓
駅
の
施
設
、
コ
ー

ス
下
の
降
雪
機
の
施
設
な
ど
の
廃
止

に
伴
い
、
総
合
し
て
積
み
上
げ
た
も

の
が
３
億
４
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
限

り
計
上
す
る
こ
と
は
な
い
。

中澤広夫 議員

園
田
恵
一 

議
員

小
林
純
一 

議
員

問問

問

答答

答

廃止された
白根火山ロープウェイ

温
泉
使
用
料
滞
納
者
で
温

泉
を
止
め
た
実
績
は
あ
る

　
　
の
か
。

実
績
は
な
い
が
誠
意
の
な
い

と
こ
ろ
に
は
毅
然
と
や
る
。

Ｑ  

温
泉
使
用
料
の
滞
納
額

３
３
８
５
万
円
、
温
泉
は
ほ
ぼ
事
業
用

に
使
っ
て
い
る
。
実
際
に
止
め
た
実
績

は
。

Ａ  

温
泉
課
長　

温
水
は
給
湯
停
止
を

し
て
い
る
が
、
温
泉
は
事
業
に
使
っ
て

い
る
の
で
納
入
を
促
し
た
り
し
て
い

る
。

Ｑ  

事
業
に
即
し
て
い
る
の
で
停
止
が

し
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ  

町
長　

先
日
も
温
泉
を
止
め
る
判

断
を
し
た
事
案
が
あ
っ
た
が
、
営
業
が

出
来
な
く
な
る
の
で
少
し
払
う
か
ら

と
い
う
こ
と
で
止
め
な
か
っ
た
。
す
べ

て
公
平
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
中

で
、
時
に
は
強
い
姿
勢
で
臨
む
こ
と
は

あ
る
。

　

今
後
は
誠
意
の
な
い
と
こ
ろ
に
対
し

て
は
毅
然
と
や
り
た
い
。

①
財
産
調
書
の
土
地
の
中

　

の
そ
の
他
の
内
訳
は
。

　
　
②
固
定
資
産
税
で
調
定
額

　
　
　

が
予
算
額
を
上
回
っ
て

　
　
　

い
る
理
由
は
。

①
導
水
路
敷
で
あ
る
。

②
徴
収
努
力
の
結
果
で
あ

　
　
　

る
。

Ｑ  

①　
財
産
に
関
す
る
調
書
の
中
の

公
有
財
産
の
土
地
で
、
山
林
、
宅
地
、

鉱
泉
地
、
原
野
、
雑
種
地
の
他
に
そ
の

他
と
い
う
の
が
あ
る
、
２
億
４
千
万

円
。
全
体
の
22
％
を
占
め
る
が
こ
の
筆

数
、
地
目
等
の
内
訳
は
。

Ａ  

①
愛
町
部
長　

公
有
財
産
の
土
地

の
分
類
は
不
動
産
登
記
法
に
基
づ
く
も

の
で
は
な
く
、
財
政
事
情
の
公
表
に
基

づ
く
分
類
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
内
容
は
基
本
的
に
導
水
路

敷
が
対
象
で
あ
り
筆
数
は
988
筆
。
合
計

24
万
522
㎡
で
あ
る
。

Ｑ  

①　
共
同
墓
地
も
こ
こ
に
入
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ  

①
愛
町
部
長　

滝
尻
原
公
園
墓
地

は
公
園
の
中
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
②　
固
定
資
産
税
で
調
定
額
が
予

算
現
額
よ
り
１
億
５
千
万
円
以
上
増
え

て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
。

Ａ  

②
税
務
課
長　

予
算
は
前
年
度
の

課
税
状
況
と
見
込
み
を
計
算
し
算
出
し

て
い
る
が
、
不
特
定
要
素
を
考
慮
し
あ

る
程
度
縮
小
し
た
予
算
と
な
っ
て
い

る
。

Ａ  

②
町
長　

調
定
額
が
上
回
っ
た
こ

と
は
徴
収
に
心
血
を
注
い
だ
結
果
で
あ

り
、
大
幅
に
滞
納
額
が
減
額
に
な
っ
て

き
た
。

★
要
望　
徴
税
に
政
治
は
介
入
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
こ
に
あ
る
不
納
欠
損
額

も
法
律
上
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
こ
の
姿
勢
を
今
後
も
継
続
し
て
税
金

の
公
平
、
公
正
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
。
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一般質問

湯本晃久 議員

　

６
月
定
例
議
会
一
般
質

問
に
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
設

置
の
要
望
を
行
っ
た
が
、

そ
の
答
弁
に
つ
い
て
再
質

問
を
行
い
た
い
。

Ｑ　
導
入
費
用
と
ボ
ッ
ク
ス
の

必
要
性
に
つ
い
て
。
答
弁
で
は
、

設
置
ボ
ッ
ク
ス
代
と
し
て
８
店

分
で
72
万
円
、
機
器
リ
ー
ス
代
と

し
て
月
額
５
７
５
０
円
／
台
、
８

店
舗
分
で
年
額
55
万
２
千
円
と
の

費
用
提
示
が
あ
っ
た
。
こ
の
金
額

は
、
現
在
の
市
場
価
格
よ
り
も
相

当
高
額
で
あ
る
と
感
じ
る
。
月
額

３
千
円
代
前
半
の
も
の
も
あ
る
と

聞
く
が
、
前
回
答
弁
で
示
さ
れ
た

費
用
は
、
ど
の
程
度
の
機
種
の
想

定
だ
っ
た
か
ご
教
示
頂
き
た
い
。

ま
た
役
場
や
体
育
施
設
に
既
設
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
リ
ー
ス
更
新
時
に
単
価

が
下
が
り
、
新
た
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
費
用
を
捻
出
で
き
る
と
も
感
じ

る
が
い
か
が
か
。

コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
昨
年
度
導
入

さ
れ
た
前
橋
市
で
は
、
ボ
ッ
ク
ス

を
置
か
ず
に
バ
ッ
グ
状
の
入
れ
物

で
店
舗
の
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
保
管

し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
ボ
ッ
ク
ス

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し

て
頂
い
た
の
か
。

Ａ  

町
長

　

私
は
「
救
命
救
急
や
安
全
対
策

は
費
用
の
大
小
の
問
題
で
は
な

い
」
と
認
識
し
て
い
る
。

　

６
月
定
例
議
会
で
の
答
弁
で
示

し
た
金
額
は
、
平
成
27
年
度
に
コ

ン
ビ
ニ
及
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
同
機
種
の

算
定
に
よ
る
。
こ
の
導
入
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
が
、
レ
ン
タ
ル
料

が
月
額
３
千
円
程
度
の
も
の
も
確

か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
保
証
期
間

は
５
年
で
あ
り
、
更
新
時
に
は
消

耗
品
の
総
費
用
も
再
検
討
の
必
要

が
あ
る
が
、
単
価
が
下
が
る
こ
と

で
経
費
削
減
・
機
器
補
充
も
考
え

ら
れ
る
。
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
周
知
の
意
味
を
含

め
、
来
店
者
の
目
に
つ
く
よ
う
に

設
置
し
た
。
今
後
は
店
舗
の
状
況

に
も
よ
る
が
、
ボ
ッ
ク
ス
設
置
は

必
須
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
と
救
急
車
到

着
ま
で
の
所
要
時
間
の
関
係
性
に

つ
い
て
。「
心
肺
停
止
か
ら
３
分

以
内
の
使
用
で
60
％
の
生
存
率
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
確
か
に
10

分
以
上
経
過
で
は
生
存
率
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
５
分

で
も
40
％
の
救
命
率
は
あ
る
計
算

に
な
る
。

　
数
年
前
、
知
人
の
方
が
町
内
の

路
上
で
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見

し
、
消
防
に
通
報
し
て
い
る
の
を

補
助
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
場

所
の
伝
達
に
相
当
な
手
間
を
要
し

た
。
幸
い
そ
の
方
は
無
事
快
復
さ

れ
た
が
、
救
急
車
を
も
ど
か
し
く

待
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
救
急
車
の
到
着
を
早
め
る
工
夫

も
必
要
だ
が
、
救
命
の
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、
誰
に
も
わ
か
り

や
す
く
、
24
時
間
運
用
が
可
能
な

コ
ン
ビ
ニ
の
役
割
に
期
待
し
、
こ

の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
赤
十
字

奉
仕
団
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
等
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、

基
本
的
な
使
い
方
を
知
る
方
の
割

合
は
、
比
較
的
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
救
命
を
必
要
と
す
る
の
は
観
光

の
お
客
様
だ
け
で
は
な
い
。
自
分

自
身
、
共
に
住
む
家
族
に
も
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
い
つ
そ
の
状
況

が
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
迅
速

簡
単
に
、
常
時
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借
り
ら

れ
る
環
境
の
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
を
再
度
お
聞

き
し
た
い
。

Ａ  

町
長

　

救
急
車
の
到
着
ま
で
に
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
加
え
て
人
工
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ
た
心
肺
蘇
生

も
重
要
と
な
る
。
居
合
わ
せ
た

方
々
の
応
急
手
当
へ
の
協
力
に
よ

り
、
救
命
率
も
上
が
る
も
の
と
思

う
。
赤
十
字
奉
仕
団
等
で
は
講
習

会
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
お

客
様
の
み
な
ら
ず
町
民
へ
の
的
確

な
応
急
手
当
の
た
め
に
、
今
後
も

多
く
の
方
に
講
習
に
参
加
し
て
頂

き
、
万
一
の
際
に
は
積
極
的
な
対

応
を
頂
き
た
い
。

　

24
時
間
運
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ

へ
の
設
置
と
い
う
提
案
は
、
わ
か

り
や
す
い
設
置
場
所
と
し
て
有
効

と
感
じ
る
。
民
間
施
設
へ
の
設
置

は
増
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
周

知
、
効
率
的
な
設
置
・
運
用
方
法

も
含
め
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
を
検

討
し
た
い
。

　

た
だ
町
の
施
設
で
あ
れ
ば
私
の

判
断
で
で
き
る
が
、
相
手
あ
っ
て

の
こ
と
。
現
在
コ
ン
ビ
ニ
が
再
編

成
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
中
で
の

話
し
合
い
と
な
る
の
で
時
間
も
か

か
る
と
思
う
。
ま
た
設
置
し
て
も

宝
の
持
ち
腐
れ
で
は
困
る
の
で
、

有
事
の
際
に
一
定
の
方
が
使
え
る

仕
組
み
を
考
え
、
同
時
進
行
せ
ね

ば
と
も
思
う
。
直
ち
に
と
は
な
ら

な
い
が
、
可
能
な
限
り
進
め
た
い

と
思
う
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

Ａ ◀…………Ｑ
常
時
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借
り

ら
れ
る
環
境
整
備
を
。

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設
置

を
検
討
、
可
能
な
限

り
進
め
た
い
。

Ａ ◀……………Ｑ
設
置
費
用
の
算
定
根

拠
と
ボ
ッ
ク
ス
の
必

要
性
は
?

保
健
セ
ン
タ
ー
と
同

機
種
で
算
定
。

ボ
ッ
ク
ス
は
必
須
で

は
な
い
。

※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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一般質問

小林純一 議員

Ｑ　
行
政
主
導
で
迅
速
か
つ
効

果
的
な
経
済
対
策
を
目
的
に
草
津

町
緊
急
対
策
本
部
の
設
置
が
決
ま

っ
た
が
、

①　
草
津
町
経
済
緊
急
対
策
本
部

　
で
今
現
在
ど
の
よ
う
な
事
業
が

　
進
行
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど

　
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い

　
る
の
か
。

②　
現
在
進
行
中
の
事
業
の
進
捗

　
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

③　
今
後
、
計
画
さ
れ
て
い
る
事

　
業
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ご
ろ
始

　
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ  

町
長

　

事
業
と
し
て
、
天
狗
山
に
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
の
設
置（
来
年
完
成
）、

11
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か
け

て
は
湯
路
広
場
に
大
型
の
本
物
の

モ
ミ
の
木
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
設
置
や
門
松
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
協

会
を
経
由
し
て
の
冬
花
火
、
湯
畑

キ
ャ
ン
ド
ル
、
商
工
会
の
振
る
舞

い
、
大
道
芸
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
等
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、

今
現
在
も
充
実
中
で
あ
る
。
今
後

は
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
、
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
等

の
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

で
き
る
事
は
町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
落
ち
込
ん
だ
、
暗
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
草
津
温
泉
の
明

る
さ
を
取
り
戻
す
事
で
あ
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
関
係
が
中
心
に

な
る
と
思
う
が
、
事
業
を
展
開
し

て
い
く
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
色
々
な
会
議
を
開
い
て
い
く

中
で
、
若
者
の
間
か
ら
色
々
な
意

見
が
出
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
見

を
尊
重
し
、
行
政
と
し
て
単
独
で

や
る
場
合
も
あ
る
し
、
商
工
会
に

補
助
金
を
出
し
て
行
わ
せ
る
場
合

も
あ
る
。
色
々
な
組
み
合
わ
せ
の

パ
タ
ー
ン
で
こ
れ
か
ら
も
考
え
て

い
く
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
白
根
山
の

噴
火
の
レ
ベ
ル
の
問
題
等
々
が
解

決
さ
れ
る
ま
で
は
、
対
策
本
部
は

続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　
「
本
白
根
山
噴
火
に
よ
る
国

道
292
号
線
バ
イ
パ
ス
構
想
に
関
す

る
陳
情
」
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ  

町
長

　

バ
イ
パ
ス
が
通
る
行
政
区
は
、

全
て
中
之
条
町
に
な
り
、
構
想
の

話
は
中
之
条
町
に
お
い
て
も
説
明

を
行
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

筋
論
か
ら
言
え
ば
、
中
之
条
町
が

中
心
的
に
進
め
て
も
ら
う
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

バ
イ
パ
ス
の
開
通
が
草
津
町
に

と
っ
て
、
白
根
山
の
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
た
り
、
噴
火
し
た

時
に
、
ど
れ
だ
け
の
有
効
性
が
あ

る
の
か
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
務

に
つ
い
て
は
、
今
現
在
、
ど
こ
を

や
る
の
か
、
誰
が
協
議
会
の
ト
ッ

プ
に
な
る
の
か
、
何
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。
色
々
な
政
治
家
が
頭
に

立
っ
て
や
る
と
い
う
話
も
あ
る

が
、推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

草
津
町
で
は
、
白
根
山
の
火
山

活
動
の
影
響
に
よ
る
風
評
被
害
や

道
路
の
通
行
規
制
な
ど
、
直
ち
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
懸
案

事
項
を
抱
え
て
お
り
、
長
期
的
な

事
業
計
画
に
よ
り
先
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
国
や
県
に
関
す
る
事
業

と
し
て
は
、
前
口
区
内
の
登
坂
車

線
の
完
成
、
上
信
自
動
車
道
が
こ

の
吾
妻
に
入
っ
て
く
る
が
、
長
野

原
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い

て
は
、
整
備
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
現
在
、
旧
坂
田

ス
タ
ン
ド
付
近
の
立
体
交
差
の
設

置
を
要
望
し
て
い
る
が
、
県
と
は

意
見
が
一
致
せ
ず
停
滞
し
て
い

る
。
県
は
、
交
差
点
を
つ
く
る
と

い
う
提
案
を
持
っ
て
き
た
が
、
交

差
点
を
つ
く
れ
ば
結
果
と
し
て
渋

滞
は
起
き
て
し
ま
う
。
こ
の
辺
を

今
後
詰
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
白
根
山
湯
釜
の
周
辺
道

路
沿
い
へ
の
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
事
業
な
ど
、
直
ち
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
優
先

順
位
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
と
し
て
は
、
目
先
に
迫
っ

た
こ
と
の
解
決
を
し
て
い
く
こ
と

が
優
先
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
の
草

津
町
は
危
機
的
状
態
に
あ
り
、
こ

の
状
況
か
ら
い
ち
早
く
脱
却
す
る

た
め
に
も
、
優
先
順
位
を
着
実
に

決
め
て
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
バ
イ
パ
ス
構
想
を
否
定

は
し
な
い
が
、
優
先
順
位
の
中
で

考
え
て
い
く
。

　

白
根
山
の
問
題
に
か
か
る
こ
と

は
、
草
津
に
と
っ
て
死
活
問
題
で

あ
る
。
地
元
の
我
々
行
政
と
議
会

と
民
間
と
で
、
何
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
、
協
議
し
て
い

き
た
い
。

Ａ ◀………………Ｑ
292
号
線
バ
イ
パ
ス
構

想
。
協
議
会
設
置
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
？

推
移
を
見
守
る
。

構
想
を
否
定
は
し
な

い
が
、
優
先
順
位
を

考
え
る
。

Ａ ◀…………Ｑ
経
済
緊
急
対
策
本

部
、事
業
の
状
況
は
？

イ
ベ
ン
ト
関
係
事
業

を
中
心
に
展
開
。

※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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忙 中 感 記

宮﨑謹一 議員

議員が順番に日頃感じていることなど自由に書く「忙中感記」。11回目は宮﨑謹一議員です。

♦広報委員会 / 委員長  中澤広夫・委員  湯本晃久・金丸勝利・小林純一
♦発行 / 議会事務局　〒 377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津 28 番地  TEL.0279-88-7191

議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合われている内容を、
インターネットを通しご自宅でご覧いただけます。

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（http://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（http://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

　手元に平成30年
発行と昭和42年発
行の100円硬貨が2
枚あります。日頃一
番親しみやすい硬貨
で、昭和42年発行
の硬貨は周りのギザ
ギザが磨り減り直径
を計ると22.41㎜、

平成30年発行ピカピカの硬貨は22.56㎜。51年
の歴史を物語っているようです。昭和42年発行
の100円玉がどんな経路でここに在るかは知る由
もありませんが、草津町の50年の歩んできた道
程を振り返ると・・・

（昭和）
４０年　志賀草津高原ルート開通
４２年　JR吾妻線の電化
４４年　葉山町と姉妹都市締結
５１年　温水給湯開始
５４年　草津町民憲章制定／天狗山・御成山ゲ
　　　　レンデにスノーマシン導入
５５年　町制施行80周年／第1回草津夏期国際音
　　　　楽アカデミー＆フェスティバル開催
５８年　白根山湯釜噴火／第38回国民体育大会

　　　　冬季スキー競技会開催
６３年　役場新庁舎完成
（平成）
　元年　草津高原ゴルフ場オープン
　　　　リゾートマンション建設ラッシュ
　３年　音楽の森コンサートホール完成
　６年　総合保健福祉センター完成
１０年　草津運動茶屋公園「道の駅」完成
１２年　町制施行100周年
２３年　東日本大震災、湯畑の人影激減
　　　　（湯畑再開発開始）
２５年　御座之湯完成
２６年　湯路広場完成
２７年　熱乃湯改築完成（湯畑再開発完成）
２９年　湯畑が国指定「名勝」となる
３０年　本白根山噴火／白根火山ロープウェイ
　　　　58年の歴史閉じ、振子沢・清水沢コー
　　　　ス廃止
　平成最後のピカピカの100円硬貨の50年後
は・・・時は止まりません。議員も議会も小意
（利己）を捨て大意（町民生活向上・町の発
展）を持ち行政と町民の皆様の間に立って、や
がて迎える平成後の新しい時代を見据えて日々
研鑽を積み草津町発展に努めたいと思っており
ます。

議会内容をインターネットで見られます


